
フレイルとは 

 フレイルとは、体がストレスに弱くなっている状態のことを指しますが、早く介入をすれば元に戻る可能性が

あります。高齢者のフレイルは、生活の質を落とすだけでなく、さまざまな合併症も引き起こす危険がありま

す。フレイルの基準やフレイル状態になるとどのようなことが起きるかについてわかりやすくまとめます。 

 

 

【フレイルとは】 

フレイルとは、海外の老年医学の分野で使用されている「Frailty（フレイルティ）」に対する日本語訳です。

「Frailty」を日本語に訳すと「虚弱」や「老衰」、「脆弱」などになります。日本老年医学会は高齢者において起

こりやすい「Frailty」に対し、正しく介入すれば戻るという意味があることを強調したかったため、多くの議論の

末、「フレイル」と共通した日本語訳にすることを 2014 年 5 月に提唱しました。 

 フレイルは、厚生労働省研究班の報告書では「加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下

し、複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障害され、心身の脆弱性が出現した状態である

が、一方で適切な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能な状態像」1)とされており、健康な状態と日

常生活でサポートが必要な介護状態の中間を意味します。多くの方は、フレイルを経て要介護状態へ進むと

考えられていますが、高齢者においては特にフレイルが発症しやすいことがわかっています。 

 高齢者が増えている現代社会において、フレイルに早く気付き、正しく介入（治療や予防）することが大切で

す。 

 

 

【フレイルの基準】 

フレイルの基準には、さまざまなものがありますが Fried が提唱したものが採用されていることが多いです。

Fried の基準には 5項目あり、3項目以上該当するとフレイル、1 または 2項目だけの場合にはフレイルの前

段階であるプレフレイルと判断します。 

1. 体重減少：意図しない年間 4.5kg または 5%以上の体重減少 

2. 疲れやすい：何をするのも面倒だと週に 3-4 日以上感じる 

3. 歩行速度の低下 

4. 握力の低下 

5. 身体活動量の低下 

 フレイルには、体重減少や筋力低下などの身体的な変化だけでなく、気力の低下などの精神的な変化や

社会的なものも含まれます。 次に、フレイル状態に至るとどのようなことが起きるか説明します。 

 

 

【オーラルフレイル】 

『オーラルフレイル』は、滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、かめない食品が増えるなどのささいな口

腔機能の低下から始まります。早めに気づき対応することが大切です。これらの様々な口の衰えは身体の

衰え（フレイル）と大きく関わっています。 

日本歯科医師会は、「８０２０運動」に『オーラルフレイル』という新たな考え方を加え、健康長寿をサポートし

てまいります。 

 

 



１．「オーラルフレイル」という新たな考え方の理解 

「オーラルフレイル」は、口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含み、身体の衰え（フレイル）の一つ

です。これら概念は東京大学高齢社会総合研究機構の辻哲夫特任教授、飯島勝矢教授らによる大規模

健康調査（縦断追跡コホート研究）等の厚生労働科学研究によって示され、この研究をきっかけにさまざ

まな検討が進められています。この「オーラルフレイル」とは、健康と機能障害との中間にあり、可逆的で

あることが大きな特徴の一つです。つまり早めに気づき適切な対応をすることでより健康に近づきます。こ

の「オーラルフレイル」の始まりは、滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、かめない食品が増える、口の

乾燥等ほんの些細な症状であり、見逃しやすく、気が付きにくい特徴があるため注意が必要です。 

 

２．「オーラルフレイル」への対応 

高齢期における人とのつながりや生活の広がり、共食といった「社会性」を維持することは、多岐にわ

たる健康分野に関与することが明らかとなっております。この多岐にわたる健康分野には歯や口腔機能

の健康も含まれており、これら機能の低下はフレイルとも関連が強いことがわかっています。 歯周病や

むし歯などで歯を失った際には適切な処置を受けることはもちろん、定期的に歯や口の健康状態をかか

りつけの歯科医師に診てもらうことが非常に重要です。また、地域で開催される介護予防事業などさまざ

まな口腔機能向上のための教室やセミナーなどを活用することも効果的です。  

 

３．「8020運動」と「オーラルフレイル」の関連 

厚生労働省と日本歯科医師会が平成元年から展開している「8020運動」は、80歳で 20本以上の歯

を保ち、何でもかんで食べられることを目指して推進してきています。当初わが国の 8020達成者はほん

の数%であったものが、現在では40%を超えるほどになっています。日本歯科医師会は、この「8020運

動」に代表される国民運動をさらに発展させるべく、東京大学高齢社会総合研究機構や様々な関係者の

協力のもと、「オーラルフレイル」という新たな考え方を加え健康長寿をサポートするべく、発信・啓発して

いきます。 

 

４．「オーラルフレイル」の展望 

「オーラルフレイル」の考え方や調査研究は現在進行形で進んでいるところであり、新たな知見やエビ

デンスの追加が今後さらに必要になってきます。また、急増する高齢者への現場での対応を含めて、日

本歯科医師会会員が今後さらに研修および日常の臨床へと努力していくものであります。 

 

 


